
栽培漁業技術推進事業（マナマコ）

池浦 繁・桑村 勝士

マナマコは数前海沿岸全域に分布し， 主になまここぎ

網漁業で漁獲される。 本種は定珀性が強いために栽培漁

業の対象種として注目されており． 昭和63年から栽培漁

業の事業化を目的として技術開発研究を続けてきた。 こ

れまでの研究によって生産の基礎技術はおよそ開発され．

試験研究段階における大最生産が可能となった。しかし．

事業化を行うには生産過程全体の効率化および安定化を

更に進める必要がある。平成 7年度事業では． これまで

の生産技術の見直しを行い事業化へ向けて改良すべき課

題の整理を行った。平成8年度はこれら整理された課題

のうち初期餌科条件と生残の関係についての試験を実施

するとともに． 7年度に行った放流および養殖試験の調

査を継統して実施した。

1. 平成8年度生産実績

平成8年度は各試験材料として平均体長15mmで10万

尾を目標として生産を行った。

方 法

採卵にはアオナマコとアカナマコを用いた。 アカナマ

コは平成8年4月24日に宗像郡大島村地先で採集したの

ものを用いた。 アオナマコは平成8年 3月に数前海にお

いて採集したものを用いた。大島村地先で採楳したアカ

ナマコの一部は農前海で放梵したのち回収して用いた。

採卵方法は主に昇温刺激とし， 一部は紫外線照射海水

のかけ流しによる誘発を併用した。調温海水を使用する

場合には， 採卵水栖（容鉦1 t)にカートリッジフィル

タ ー (1 µ m)で濾過した調温海水を入れ． 親ナマコの

飼育水の水温より 5~ 8℃昇温した後， 親ナマコを8~

30尾程度かごに入れ直接昇温海水中につけ水槽を暗硲で

遮光した。誘発は夕方から夜間に行った。 直射日光によ

る昇温の場合には． 産卵水槽にカートリッジフィルター

(1 µ m) i慮過海水を入れ， 親ナマコをかごに入れた状

態で昼頃より直射日光にさらし昇温させたものを， その

まま屋外で産卵させた。 紫外線照射海水のかけ流しを併

用する場合には． 昇温前に数時間紫外線照射海水を親ナ

マコにかけ流し． その後前述の方法で昇温させ誘発を行っ

た。 誘発開始後は約1時間ごとに水槽内を観察し， 反応

が活発な場合は放精放卵批が多くなりすぎないように親

ナマコを適宜取り上げ た。

放卵放精後は親ナマコをかごごと取り上げ暗秘をかけ

たまま微通気で静囮した。 卵はそのまま採卵水槽でふ化

させた。 ふ化後浮上した卵はサイホンで吸い上げ45µm 

のネットを張った水槽で回収した。採卵水槽の底には未

受精卵や親の排泄物がたまっているので底に残った海水

は廃棄した。

ふ化した幼生は水槽に0.5-1.4尾／mlの密度で収容し

た。飼育水はlµmのカー トリッジフィルタ ー で濾過し

た海水を使用し止水飼育した。水槽は暗幕で多い微通気

とした。換水は幼生飼育期間中に 0 ~ 1回行った。餌料

はキ ー トセロスを 1 日 1回， 飼育水の餌濃度が5,000-

2 5,000cells/ml toになるように 与えた。 キ ー トセロス

が不足した場合にはパブロバを代用した。 浮遊幼生はそ

のまま飼育水槽中に苅底させ継続飼育した。着底後の稚

ナマコには粉末海藻（理研ビタミン製：リピックBW)

を適宜与えた。

中間育成水槽には稚ナマコの平均体長が0.3- 1.8mm 

に達した段階で収容した。 初期収容密度は体長0.3mm

で飼育水lトン当たり 3万尾を目安とした。餌料は粉末

海藻及びナイロン製アサリネットまたは波板に付培させ

た付着珪藻を与えた。コペポ ー ダの発生が見られた場合

には， デイプテレックス乳剤あるいはトリクロホルン溶

液を飼育水中有効濃度 2 ppmで薬浴した。 稚ナマコは中

間育成終了後取り上げ ， 重最法により尾数 を打出した。

なお種苗の一部は福岡県栽培漁業公社に中間育成を委託

した。栽培漁業公社における中間育成も当研究所と同様

の方法で行った。 なお生産した種苗は放流等各種試験材

料として用いた。

結果および考察

採卵結果を表1に示した。アオナマコについては， 延

ベ12回誘発し， 6回成功した。 初採卵日は4月17日で，

以後誘発成功率は100％であった。 アカナマコについて

は， 誘発成功率が低く， アオナマコよりも約3週間遅れ
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地域特産種量産放流技術開発事業（コチ）

濱田 豊市・徳田

コチ（マゴチ． ヨシノゴチ）は， 翌前海海域の主幹漁

業である小型底びき網， 小型定置網及び固定式さし網で

漁獲される高級魚で， 盟前海研究所では昭和57年から種

苗生産に取り組んだ魚種である。 平成5年度から5ケ年

計画で国庫補助を得て「地域特産種紐産放流技術開発事

業」が始まり， コチの栽培化に向けて種苗批産技術． 放

流技術並びに査源生態の調査， 研究を実施した。

生態調査の一環として本年は． 前年に引き続き天然魚

の雌雄組成からみた性転換及び成長 について検討した。

I. 種苗生産技術開発

前年に引き続き， マゴチを対象に生産尾数10万尾（平

均全長3 0mm)を目標に種苗生産を実施した。

方

1. 親魚養成及び採卵

法

採卵用親魚の飼育は． 屋外の50トンコンクリ ー ト水槽

(5. 9X5.9X 1.7m)を使用し． 6月23日から開始し， 飼

育水は1日2回転の流水で行った。

種苗生産に用いた飼育親魚は， 当研究所において平成

元年及び2年に種苗生産した人工飼育魚(107尾）であっ

たが ． 採卵が不調であったため． 7月 2 日に塁前市地先

で釣獲された3 尾（全長不明）を追加し． 合計110 尾と

した。 なお， 種苗生産魚の飼育履歴は． 平成元年種苗生

産魚が 冷凍イカナゴで． 平成2年種苗生産魚は配合飼科

でそれぞれ長期飼育したもので， 4月22日からは更に冷

凍イカ， 冷凍エビを追加給餌して親魚仕立てを行った。

なお． 平成2年生産群については， 餌料環境の急変を考

慮し． 適時配合飼料も与えながら飼育した。

また． 種苗生産親魚との比較を目的に ， 当研究所で1

年以上継続飼育した天然親魚(2 9尾） を屋内FRP水楢

(2 .5 X 1.5 X 0. 9m)に収容し． 飼育水は1日2回転にな

るようにして飼育した。餌料は． 主に冷凍イカナゴを与

ぇ． 4月22日からは冷凍エビ． 冷凍イカを混ぜて与えた。

親魚の全長組成は． 図1及び2に示した。

平成元年種苗生産親魚は． 主に冷凍イカナゴ単独で飼

育されたもので． 全て雄で28.5~40. 0cm（平均全長34. 0
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天然長期飼育親魚の全長組成

cm)であるのに対し． 平成2年種苗生産魚は， 雄が28.5

~38.5cm (17尾：平均全長32.9cm)， 雌が3 7.0~47.0cm

(38 尾：平均全長42.8cm)であった。 一方， 天然長期飼
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アサリ資源培養・漁場管理適正化方式策定事業

桑村 勝士・中川 浩一

本事業は近年激i咸したアサリ脊源を回復するために，

種苗大批生産技術， 放流技術および行源管理技術の開発

を行うことを目的としている。これまでの研究によって，

種苗生産技術開発では50t大型水槽を用いて 1 mmサイ

ズの種苗を1生産回時あたり1,000万個のオ ー ダ ー で生

産することが可能となった。また， 中間育成技術開発で

は150t水槽を用いて 2 mmサイズの稚貝を1生産回時

あたり1,000万個のオ ー ダ ーで生産することに成功した。

放流技術においては， 放流稚貝の逸散および生残につい

ての試験を実施し知見を得た。 しかし， 森源管理技術開

発については十分な知見が得られているとはいえない。

そこで， 本事業の最終年度に当たる本年は脊源管理技術

開発に重点を置き事業を実施した。また． 本事業と平成

2 ~ 5年に 実施されたアサリ安定供給特産品化技術開発

事業の成果をあわせて， 今後のアサリ資源増大に関する

研究課題について考察した。

1. 平成8年度種苗生産

平成 8年度は中間育成およぴ放流試験 用の種苗を確保

する 目的で生産を行った。

方 法

種苗生産は春季(4 ~ 5 月）と秋季(10月）の 2回行っ

た。 母貝は翌前海蓑島地先および八屋地先で採集したも

のを用いた。採卵水槽には 1 t円形水槽を用い， 温度 ・

千出•生殖腺添加刺激によって採卵誘発を行った。 得ら

れた卵は採卵水槽でそのままふ化させた後D型幼生で 取

り上げ， 1 t円形水槽に収容密度2個／mlを上限として

収容した。 飼育方法は砂ろ過海水を用いた止水 飼育とし，

換水は原則として 1週間に1回全換水した。餌料は200

~500万cells/mlのPavlova lutheriを1日当たり 2 lず

つ与えた。成長した幼生は 飼育水槽に直接沈着させ、 沈

府促進のための砂敷き等は 行わなかった。春季生産で 得

られた椎貝は使用水槽の都合上中間育成を行わなかった。

秋季生産で得られた稚貝は取り上げ計数後， 珪砂を敷い

た 50tコンクリ ー ト水槽に収容した。 飼育方法は砂ろ過

海水を用いた止水 飼育とし， 1週間に 1回流水によって

換水した。餌料は200~500万cells/mlのPavlova lutheri 

または100~200万 cells/mlのChaetoceros gracilisをl

回当たり200!ずつ1週間に2回与えた。

結果および考察

採卵結果を表1に ， 種苗生産結果を表2に示した。春

季生産では 7回の採卵で 850万個の卵を得た。ふ化率は

39.3~89.7％であった。 得られたD型幼生のうち400万個

を飼育し， 沈済稚貝101.4万個を得た。秋季生産では 3

回の採卵で4,730万個の卵を得た。ふ化率は87.7~88.0%

であった。得られた D 型幼生のうち821万個を飼育し，

沈粁稚貝74.2万個を得た。

春季生産で 得られた椎貝はすべて豊前市宇島地先の干

表1 平成8年度採卵実絞

採卵日 親貝庫址 親貝 養成方法 誘発方法 反応親貝 卵数（個） ふ化数（個）
ふ化率

備 考
(kg) 採梨地 数 （個） (%) 

4月15日 5 森島 室内止水 干出·昇温 ゜ ゜ ゜

5月3日 3 八屋 室内止水 自然（干出） 10-20個 2,340,000 2,040,000 87 .18 
5月3日 I 八屋 室内止水 自然（千出） 2~3個 100,000 廃棄
5月3日 3 蓑島 生海水 自然（干出） 2 ~ 3個 400,000 廃棄
5月5 日 蓑島 生海水 自然 不明 1,840,000 1,650,000 89.67 
5月14日 蓑島 室内止水 干出・昇温•生殖線 ゜ ゜ ゜

5月14日 八屋 室内止水 下出•昇温•生殖線 約20個 3,820,000 1,500,000 39 27 
10月15日 10 八屋 天然 干出・昇温 多数 24,500,000 21,560,000 88.00 
10月16日 10 八屋 天然 干出・昇温 多数 12,800,000 1 1,220,000 87 66 
10月17日 10 八屋 天然 T-出・昇温 多数 10,000,000 廃棄
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浅海性二枚貝増養殖技術開発研究（アカガイ， トリガイ）

中川 浩一 ・桑村 勝士

福岡県塁前海域では， 漁船漁業の漁獲低迷および漁業

者の嵩齢化が進むなか， 地先において手軽に管理でき．

安定した収入の見込める養殖業の普及を望む声が高い。

ここでは．単価が高く， 比較的成長の早いアカガイ， ト

リガイを養殖対象種として選定し． その登殖業化に向け

ての技術開発研究を行った。

アカガイについては， 既に山口， 大 分， 香川県等で初

期種苗(2 mm)から30mmサイズ稚貝までのチョウチ

ンカゴを用いた海中垂下式妥殖（以下中間育成と称す）

それ以降の鉄筋カゴを用いた海底カゴ養殖（以下カと．

ゴ養殖と称す）の二つに分けた方式で行われており， 各々

の養殖技術についてはかなり確立されている。 豊前海域

においても， この方式 を用いて養殖試験を行った結果，

中間育成およびカゴ養殖ともに良好な成長， 歩留まりを

示し ． 事業化の可能性が示唆された。 しかしながら， 中

間育成時における稚貝の成長のばらつき防止， カゴ淡殖

時における地域別の成長差の把握等残された課題も多い。

そこで． 本年度はこれらについて試験を行った。

またトリガイについては． 種苗生産時における浮遊期

幼生の大枯へい死が問題となっている。 これは． 飼育水

中の細菌が原因であるとの知見があること から， これを

防止する方法として特に紫外線殺菌海水の有効性につい

て． 検討を行った。

方 法

1. アカガイ

(1)種苗生産

採卵は．温度刺激法と精子添加法を併用して．6月11 R 

および12日の計2回行った。採卵母貝は平成 5年度より

当地先でカゴ養殖を行っていた殻長75mm前後の 3年貝

を用いた。 得られた浮遊幼生は1 ccあたり 2 個の密度で

lトン水槽に収容し， 飼育を開始した。餌料は300万細胞

/mlに増殖したPavlova Lutheriを 1 日あたり4 ［投餌

した。 平均殻長が220µ mに達した時点で， 付府器として

カキ殻コレクタ ー を垂下した。また， カキ殻 に代わる安価

で， 簡単に入手可能な付杓器 を開発するために1 t水槽

に浮遊幼生を150万個収容し， 材質別垂下試験を行った。

中間育成

中間育成は． 当研究所で種苗生産した稚貝（平均殻長

1.2mm)を用い， 吉富町地先において昨年と同様の方

式で9月4日に開始した。 中間育成場所を図1に示した。

稚貝の平均殻長が約15mmに達した時点でカキ殻コレク

タ ー を除去し， 殻長別に選別を行い． 収容密度別育成試

(2) 

験を行った。

カゴ養殖

カゴ養殖は，

計5ケ所において試験を実施した。 用いた海底カゴ(6 0

x 100X40cm)の目合は12節で． 初期収容 個数は300個

であった。 吉富町地先においては殻長別に選別を行い．

選別育成試験を行った。

(3) 
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図1

トリガイ

生の大凪へい死である。

0 5km 
I I I I I I 

平成8年度アカガイカゴ養殖試験場所

L
-

トリガイの種苗生産上での最大の問題 点は， 浮遊期幼

これは飼育海水中の細菌 による
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放流資源共同管理型栽培漁業推進事業（クルマエビ）

徳田 慎孝•藤本 敏昭

広域回遊性種のクルマエピを対象とした栽培漁業を推

進していくためには， 隣り合った県あるいは生息移動分

布が共通する海域に面した複数県と協調体制をとりなが

ら， 海域を総合的に見て最も適正な場所に， 適正な塁を

放流し共通のル ー ルで管理していく必要がある。 そのた

め， 県間の移動実態， 放流効果， 脊源利用実態等の状況

を明らかにすることを目的として調査を行った。

方 法

I 資源利用実態調査

本海域の漁協及び公営市場を図1に 示した。 漁獲虻は

平成6年度の農林統計脊科より． クルマエピの漁業種類

別組合別月別漁獲餓を求め集計した。なお． 調査にあたっ

ては． 随時漁協への 補足調査を行って数値を補正した。

II 種苗放流

当研究所の種苗放流実組査科及び標識放流試験査料を

整理し． 集計した。

m 生物生態調査

県内開設市場において． 月に2. 3度の頻度で市場調

査を行った。 また漁獲物ば必要によっては買い上げ． 持

ち焔って 測定した。調査対象漁業は． 小型底びき網(2

種及び3 種）． 小型定置網． 固定式刺網とし． 雄雌別に

体長を測定した。

結果及び考察

I 資源利用実態調査

1. 漁獲量

クルマエピ漁獲批の昭和39年からの年別推移を図2に

示した。 漁獲最は昭和40年代は30トン未満と低迷したが，

昭和49年以降は回復し60トン前後と増加した。 昭和59年

には約110トンと最大を示したが． 近年では60~80トン

台で推移し． 比較的安定している。
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図1 市場調査位骰図
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図2 漁獲址の推移
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次に平成6 年における漁獲飛の月別推移を図3に示し

た。 月別漁獲は． 1 月から5 月までの冬季から春季にか

けては少ない。しかし， 夏季の 6 月になると急に上昇し．

11月までおよそ10トンを越える漁獲最がある。 そして，
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